
和暦と西暦の換算
（昭和の場合）昭和年 ＋ １９２５ ＝　西暦年（例：昭和45年の場合は、４５＋1925＝1970）
（平成の場合）平成年 ＋ １９８８ ＝　西暦年（例：平成15年の場合は、15＋1988＝2003）
（令和の場合）令和年 ＋　2018 ＝　西暦年（例：令和元年の場合は、1＋2018＝2019）

計算により昭和年が「64年」以上になった場合は、昭和年－６３＝ 平成年 で換算。
（例：昭和60年の20年後は「80年」となるが、 80－６３＝平成17年で換算。）

注１：留年・浪人等があった場合は、その年数を加算する。
注２：1月1日～4月1日の早生まれの場合、この「生年」は「生年－１」に置き換える。
※計算例：昭和50年2月生まれ（早生まれ）の人の高校卒業年月
（昭和50年－1）＋ 19 ＝ 昭和68年　　昭和68年－ 63 ＝ 平成5年  →　平成5年3月

学校の入学・卒業年の計算方法（注1）  
小学校入学年   ＝　生年 （注2）＋   7
小学校卒業年／中学校入学年 ＝　生年 （注2）＋１3
中学校卒業年／高等学校入学年 ＝　生年 （注2）＋１6
高等学校卒業年／大学・専門学校入学年 ＝　生年 （注2）＋１9
大学・専門学校（２年制）卒業年 ＝　生年 （注2）＋２1
専門学校（３年制）卒業年 ＝　生年 （注2）＋２２
大学・専門学校（４年制）卒業年 ＝　生年 （注2）＋２３

（参考）暦年の換算方法
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昭和年・平成年・令和年換算

平成年が「30年」以上になった場合は、平成年－30＝令和年で換算（平成31年は4月まで。令和元年
は5月からとなります。）

注３ ： ５年おきに表示したので、生年がその間にある場合はその分を加減する。 注４ ： １月１日～４月１日の早生まれの場合、「生年」は「生年－１」に置き換える。

〈早見表〉
生　年
（注3・注4）

小学校
卒業

中学校
卒業

高等学校
入学

高等学校
卒業 入学

大学・専門学校等
2年制
卒業

3年制
卒業

4年制
卒業

S45 1970 S58.3 S61.3 S61.4 H元.3 H元.4 H3.3 H4.3 H5.3
S40 1965 S53.3 S56.3 S56.4 S59.3 S59.4 S61.3 S62.3 S63.3

S50 1975 S63.3 H3.3 H3.4 H6.3 H6.4 H8.3 H9.3 H10.3
S55 1980 H5.3 H8.3 H8.4 H11.3 H11.4 H13.3 H14.3 H15.3
S60 1985 H10.3 H13.3 H13.4 H16.3 H16.4 H18.3 H19.3 H20.3
H2 1990 H15.3 H18.3 H18.4 H21.3 H21.4 H23.3 H24.3 H25.3

H4 1992 H17.3 H20.3 H20.4 H23.3 H23.4 H25.3 H26.3 H27.3
H3 1991 H16.3 H19.3 H19.4 H22.3 H22.4 H24.3 H25.3 H26.3

H5 1993 H18.3 H21.3 H21.4 H24.3 H24.4 H26.3 H27.3 H28.3
H6 1994 H19.3 H22.3 H22.4 H25.3 H25.4 H27.3 H28.3 H29.3
H7 1995 H20.3 H23.3 H23.4 H26.3 H26.4 H28.3 H29.3 H30.3
H8 1996 H21.3 H24.3 H24.4 H27.3 H27.4 H29.3 H30.3 H31.3
H9 1997 H22.3 H25.3 H25.4 H28.3 H28.4 H30.3 H31.3 R2.3
H10 1998 H23.3 H26.3 H26.4 H29.3 H29.4 H31.3 R2.3 R3.3
H11 1999 H24.3 H27.3 H27.4 H30.3 H30.4 R2.3 R3.3 R4.3
H12 2000 H25.3 H28.3 H28.4 H31.3 H31.4 R3.3 R4.3 R5.3
H13 2001 H26.3 H29.3 H29.4 R2.3 R2.4 R4.3 R5.3 R6.3
H14 2002 H27.3 H30.3 H30.4 R3.3 R3.4 R5.3 R6.3 R7.3
H15 2003 H28.3 H31.3 H31.4 R4.3 R4.4 R6.3 R7.3 R8.3
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就職活動の進め方

ハローワークでは、仕事に関するいろいろなご相談をお受けしています。
どのような仕事を選べばよいか迷っている方には、ご自身の興味・関心や職業経験の振り返りなどの自己分析のお手

伝いをしています。また、就職したい地域の状況を知りたい方には、地域の労働市場に関する情報を提供しています。

　具体的に応募先が見つかったら、求人内容に合った履歴書・職務経歴書を作成し、面接の想定問答などを考えましょう。
　実際の応募では、応募先事業所の情報を収集し、ニーズを把握することが大切です。準備を整え、自信を持って臨む
　ことが好印象を与えます。

ハローワークでは、ご希望と実際の求人状況を踏まえて、就職に近づく条件設定のお手伝いをしています。技能・
技術を身につけたい方には、公的職業訓練（ハロートレーニング）に関するご相談も行っています。

ハローワークでは、履歴書・職務経歴書の書き方、
面接の受け方などのセミナーを実施しています。
また、窓口でも個別の相談やアドバイスを行ってい

ます。

ハローワークでは、ご希望する求人の応募状況の確認や求人事業所の担当者に連絡をとり面接日程調整を行った上で

ハローワークインターネットサービスはこちら

紹介状を発行します。求人票だけではわからないことや直接質問しにくいことも、ハローワークの職員が代わって問い
合わせます。
応募にあたって実際に使用する履歴書・職務経歴書や面接への対策に関する直前のアドバイス等も行っています。

ハローワークでは、採用が決まった後もご相談をお受けします。労働条件について疑問がある場合はそのままにせず、
早めにハローワークにご相談ください。
不採用となってしまった場合でも、希望職種や条件の再検討、応募書類の見直しなどについてご相談ください。

ハローワークの就職支援の詳細はこちら

　ハローワークでは、窓口で相談しながら希望条件
に合った求人を一緒に探したり、ハローワークの来
所者端末でご自身で求人を探すことができます。
また、求人の内容や応募要件等、希望する上で不

明な点がある場合などには求人事業所に確認します。




